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~è も国

者等主義 校の 1の第・ 事の費総予念読 さお長 よ

iij!11 2iZll 
み

災F需号 I 
実葬

しろ tとこしう穏をメuる色なさす潟を

2塁雪…災宅等教革主対策2主び

災害警状況毒殺を告
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おもなる記事

孝夫{中

初

、'び

き
ま
の
拙
怖
い
ご
滋
鮮
と
ど
協
力

に
よ
り
、
各
般
の
総
帥
胤
が
尊
属
々

と
遂
ん
で
お
れ
ツ
ま
す
。

ζ
ζ
v
h

現
緩
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
吐
い

た
し
ま
す
e

。
怒
え
ん
念
為
的
幾
輔
醐

ハ九開
n
一
品
目
綴
織
V

O
食

肉
一
般
募
金
二
万
七
キ
将

棋
制
緩
研
究
所
ぷ
万
円

ゴ

ル

プ

場

二

万

作

品
開
工
会
募
金
山
市

&
 

米

九

一

O
切

断
持
品
向
首
相
一
品
川
市
島
匂

潟
酎
尚
一
一
一
一
一
八
相
桝

州
朗
自
同
九
附
閥
均

仲

調

子

八

六

ぬ

そ
の
他
一
九
六
ぬ

@
注
渓
拠
品
傘
帥
焚
付

科
関
投
資
金
及
び
一
火
災
融
資
法

110 

@
そ
の
他
一
一
…
十
波
浮
酪
慌
の
水
制
加

措
植
手
簿
に
つ
い
て
は
、
関
係

粉
体
主
協
融
機
が
で
す
。
な
お
、

ζ

の
外
の
世
帯
漢
に
つ
い
て
も

関
係
官
庁
、
関
係
機
関
に
綴

様
、
折
惨
な
い
た
し
て
お
れ
ツ

ま
ず
。

調
幌
桝
附

-m倒閣一

次
に
災
鷹
見
状
況
が
ま
と
ま
争

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
ぜ
い
た

し
ま
す
.

決淡した滋流擬の…部

。議災幾重~i童害事数、人気

被
災
者
比
一
救
い
君
子

災
害
状
況
ま
と
ま
る

M

川
七
号
ム
ロ
出
叫
に
よ
る
耕
地
の
後
議
出
出
演
は
一
一
円
。
九
町
歩
に
お
よ
び
、

山
一
問
問
什
間
務
の
紙
野
カ
と
拝
H

の
一
的
問
夜
間
は
、
向
帆
幾
世
明
日
擦
に
ひ
か
え
、
掛
限
措
尚
樹
問
一
山

町
一
か
ら
の
流
入
、
拍
前
後
に
よ
り
水
滋
に
同
期
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
均
一
日

行
で
は
、
た
だ
ち
に
見
鯵
金
需
一
四
万
五
千
潟
、
営
農
協
民
救
倹
入
れ
ま
ゼ
ぷ

一
一
の
資
金
一
一
一

O
万
一
行
を
議
決
し
、
そ
の
数
一
援
に
滋
る
と
主
も
に
、
一
一

切
天
災
勘
問
視
腕
組
問
に
よ
る
滋
余
て
一
一
六
一
万
五
千
汚
、
申
同
作
風
肘
制
射
殺
抗
刊
一
…

町
一
則
刺
激
榔
民
法
に
よ
る
焚
金
一
、
吋
一
玄
万
五
千
開
け
を
申
驚
い
た
し
ま
一
一

慢

し

た

。

一

一

一
一
と
も
あ
れ
、
閥
開
銀
翁
が
安
心
し
て
耕
耕
作
で
き
る
た
め
に
は
、
悩
山
本

1

則
的
仰
な
罰
の
制
約
綴
川
川
湾
対
に
対
ず
る
致
崎
県
的
削
な
改
革
の
な
い
隊
号
、
解
一

町
一
決
肉
体
後
齢
期
な
問
問
閣
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
…

…
一
以
下
、
お
努
合
同
叫
に
よ
る
災
密
状
況
父
び
災
客
数
幼
対
畿
の
進
捗
一

円
〈
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
て
…

…
関
繍
胤
減
剤
隣
閣
蹴
倒
制
↑

き
者
に
、
お
知
に
よ
る
災
陥
没
金
絵
入
ま
で
の

ら
殺
し
ま
し
た
数
つ
な
ぎ
資
金
主
し
て
、
一
世

済
対
策
に
つ
い
て
務
ニ
万
開
け
た
限
度
と
し
て
然

N
H

、
そ
の
後
、
融
関
制
利
子
食
品
約
を
一
行
う
こ
と
に
な

林
袋
、
県
愛
ぴ
に
り
、
予
算
と
し
て
二
一

O
万

円
も
包
齢
制
上
し
ま
し
た
。

前W
蜘
叫
が
察
泥
縄
鎗

被
災
級
繁
一
世
帯
辺
一
号
や
聞
け

ゐ
て
}
一
円
四
万
五
千
開
H

た
送
り

ま
し
た
。

@
級
品
市
酎
間
航
路
鎗
組
組

品
開
家
米
翻
献
匁
援
の
切
換
え
は

十
一
月
で
す
が
、
叫
観
樹
辞
表
家

に
つ
い
て
は
、
特
別
に
九
月

よ
り
不
足
飯
米
と
し
て
相
出
品
開

し
ま
す
。
な
お
、
三
十
五
年

度
分
vh
ウ
い
て
の
受
総
帥
閉
入

代
会
対
策
に
つ
い
て
は
、
回
摘

と
交
渉
市
中
で
す
。

@
雌
偶
掛
甜
資
晶
識
汲
叫
V

鵬
欄
臨
機
軸
凪
金
田

貸
付

。
日
火
祭
滋
資
池
山
融
関
山
地
取
務
手

続
き
を
し
ま
し
た
。

。
出
申
込
救
護
者
一
六
七
件

金
額
一
}
…
中
ハ
}
万
五
千
門

。
官
中
間
此
制
摘
に
つ
い
て
は
‘
自

作
農
制
制
殺
陣
料
金
を
も
っ
て

務
う
こ
と
と
し
、
そ
の
金

制
酬
は
一
、
一
一
五
万
五
千

円
と
な
り
ま
す
。

。
日
経
樹
齢
的
総
議

出
陣
ぷ
浸
水
一
戸

同
役
世
帯
人
災
八
人

。
農
作
物
の
被
害
弱
績
及
び
被
療
品
都
議

被害総穣 1~ ~懇金養護
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け善寺少 主主母
て耳目線と大毒事 3旬
、にをこれできと予

九重量とらすよ九
月 林 ど有・る
2三 大め機 数民
ート~る見詰 饗ズ
詩のた の がメ
ま絞め主主 予
で司、 後 怒 力

議妥待者 外 Jレ
t主主主 にカ

叩
十
符
一
円
に
わ
た
争
遂
号
制
州
統

に
よ
る
附
刷
肱
聞
を
一
行
っ
て
お
り

ま
す
。

被
後
が
あ
れ
ソ
ま
し
た
ら
、
早

急
に
産
梁
緩
ま
で
ご
滋
絡
下
き

い
ま
す
よ
う
お
闘
い
い
た
し

ま
す
。

八
万
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
は
ら
っ
た
ち
交
絞
殺
ナ
る
。

合
間
内
の
V
l
ズ
Y
で
す
。
一
ケ
邸
前
棋
の
ま
わ
告
の
飛
び
ゃ
ず
い

月
前
に
は
漁
師
同
七
号
が
大
暴
れ
主
の
は
、
飛
ば
な
い
よ
う
に

し
、
本
駒
内
守
も
綴
お
な
被
害
を
し
か
た
づ
け
て
お
く
e

受
け
ま
し
た
e
そ
こ
で
、
会
民
間
開
削
棋
の
ま
わ
ち
の
獲
を
同
部
品
開
し

に
悼
持
す
る
替
戒
と
務
総
の
慾
綴
水
は
け
合
よ
く
し
て
お
く
。

が
必
国
討
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
悶
停
電
に
綴
え
て
緩
や
後
灯
や

す
が
、
各
家
庭
で
は
、
反
氷
後
ロ
l
y
ク
を
問
問
怒
し
、
後
惜
躍

に
餓
え
て
次
の
よ
う
な
ぷ
に
仲
間
鈎
側
、
殺
り
ま
わ
り
品
、
隊
総

守、

E
S
3
3点
窓
す
る
ζ

と
級
会
一
総
帥
鷺
制
唱
し
て
お
く
e

m

'

祖
仰
が
大
切
で
す
密
出
川
然
、
後
下
な
ど
危
険
の
予

仰

守

口

問

問

M3ォ
、

懇

き

れ

る

警

は

、

一

言

分

制

'

怠

仰

す

V

J

記
、
伎
の
食
料
、
飲
み
や
小
、
愛
畿

一
え
と
喜
三
ぇ
、
主
主
主
号
、

例
記
隠
の
問
え
る
気
象
子
供
に
は
、
衣
類
の
同
月
や
す

糊
ぷ
u
v
?
州
通
認
棋
を
よ
い
と
と
ろ
に
名
礼
を
つ
け
て

ω

こ

い

向

く

注

意

し

お

く

。

問

l
u
w

員
削
て
醐
州
く
。
内
出
品
開
問
問
鵠
概
市
常
時
に
は
、
日
小
田
用
不

問

主

家

妄

妻

、

降

念

2
5
3、
喜
一
克

明

白
m
F

各
向
子
等
々
ぷ
の
田
市
心
を
す
る
。

問
持
章
一
一

m

検
し
、
次
滋
危
険
地
帯
の
人
は
、
時
中
績
に

問

J
Z

聞
き
欽
か
れ
崎
被
織
す
る
の
が
よ
い
が
、
滋

昭
宅
建
主
意
義
理
SLW
る
綴
れ
の
あ
綴
命
令
指
災
た
主
き
は
、
藤

る
と

ιろ
は
、
絞
や
か
ん
ぬ
祭
神
時
や
淡
輪
開
隊
員
絡
の
指
示

き
で
補
強
す
る
a

に
し
た
が
っ
て
、
お
}
ふ
い
に

籾
穏
板
、
煙
突
等
間
的
で
淡
ぴ
や
陥
掛
け
合
い
、
殺
人
、
子
供
、

す
い
も
の
は
、
取
付
け
た
し
続
人
を
先
に
す
る
こ
と
。
ま

っ
か
ち
と
す
る
か
、
取
は
ず
た
時
抑
制
究
活
動
に
従
苓
で
き
る

し
も
官
ナ
る
a

人
は
、
綾
部
制
約
w
h
協
力
す
る

開
盟
副
関
崎
般
の
乱
が
れ
あ
る
残
物
に
は

ζ

と
が
緩
ま
し
い
。

由
民
下
か
ら
文
総
な
あ
て
る
。
ロ
災
袋
持
に
は
、
と
か
く
流
時
国

間
凶
総
僚
の
軽
い
も
の
は
お
や
特
別
飛
車
脂
が
主
び
務
い
か
ら
、
お

で
お
さ
え
る
e

万
一
い
に
言
動
を
侠
み
、
滋
安

路
樹
舶
の
ま
わ
ち
の
出
向
本
の
校
な
際
総
し
な
い
で
穣
め
る
。

t
t

、Jt
J
8
3
5
3
f

‘$21
3
f

、，r
、，Fa
、，t
g
t
n
r

、，、，
t
S
1
3
g

〈

昭

和

三

十

四

年

度

~

い
芳
一
品
吹
島
一
審
官
愉
都
議
一

V

紛
糾
衛
庁
で
は
、
時
間
上
、
磯
上
に
つ
い
て
行
事
総
統
終
険
会

μ
及
び
滋
噛
古
都
宮
の
然
気
品
ど
に
関
紙
、
数
学
、
役
会
〉
身
体
内

J

治
、
淡
の
k
お
与
問
唱
和
一
一
一
十
m
間
後
世
説
、

n
H
J

述

試

験

へ

祁
年
政
務
口
一
次
募
粂
を
す
る
こ
と
立
ゴ
録
制
m録
制

剤

~

(
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
希
望
者
二
等
輪
開
七
、
町
四
年
1
月
上
旬
》

~
は
役
場
又
は
ふ
叉
縮
問
へ
お
申
込
下
二
等
捕
時
中
ム
初
年
1
月
下
旬
J

げ

さ

い

。

二

等

議

士

山

師

和

十

l
n月
上
勾
ム
h

へ

て

応

募

資

格

問

問

、

募

集

同

調

肝

a

内

山
総
務
十
年
一
万
二
お
か
ら

1
受
附
期
間
関
九
万
}
関
~

日
緩
和
初
十
七
年
一
月
一
円
持
ま
で
か
ら
十
月
十

g
ま
で

W

J

v

h

後
れ
た
男
子
で
中
学
校
卒
詰
絞
殺
綴
総
十
月
十
八
日
J

A

裁
緩
隠
の
学
力
を
士
甘
す
る
者
か
ら
十
…
月
八
時
ま
で
ハ

へ
二
、
静
岡
賄
側
殺
到
。
申
込
問
問
臼
棋
は
役
場
(
掛
脚
務
縁
)
内

川
中
学
竣
準
機
常
綴
皮
の
滋
力
叉
は
各
交
際
に
あ
り
ま
す
t

w

h
v
B
f

、，、，
z

、，t
E
t

、，、
t

、J1
3
2
3
2
3
F

、，、
J

も‘，t
、，ミ
ae-

(4) 

入
居
予
定
ほ
十
丹
十
班
日
頃

申
込
み
は
九
月
一
一
一
十
お
ま
で

現
夜
、
溺
錦
町
山
側
双
山
い
一
七
橋
地
(
我
孫
子
冷
添
絞
災
〉

紅
建
冊
眠
中
の
符
緩
徐
州
市
の
入
同
容
を
、
放
の
方
淡
に
よ

ち
券
築
い
た
し
ま
す
の
で
、
入
鼠
制
を
ご
希
望
宝
刀
出
品

町営住宅入若者募集

仲
枕
忽
の
構
造
@
家
賃

e
敷
金
等

第一積袋三告 損害二二重量住宅

事手数 10.5.1:手 4 8.5長子

戸数 10]務 151'実

*量奪三子家 木治不芸誌

構造 8主義・ 4祭学 6撃を・ 4{議会幹

!il¥1'¥場付 総 数 場 tt

要援隊
jヲ額 潟支夏

2，OOOpj 1，30寺門

3 ヶj守分 2ヶ月分

敷金 6，OOOPl 3，ωOPl 

い
いぴ

マ
第
一
種
住
宅
は
、
絞
入
金
品
市

一
段
品
積
か
ら
扶
養
蛸
戦
後
一
人

に
つ
者
千
円
を
鐙
脇
陣
し
た
綴

が
一
万
八
弔
問
以
上
一
一
万
八

千
門
以
下
で
あ
る
こ
主
。

マ
第
二
務
総
滋
段
、
省
の
方
法

で
一
計
算
し
た
側
酬
が
、
一
万
六

千
月
以
下
で
あ
る
こ
と
.

。
附
門
誌
拍
要
件

鞠
怖
に
関
経
し
、
ま
た
は
肉
親
拘

日

付

白

川

註
お
尚
北
‘
八
町
民
、
九
段
の
ニ
郁

制
帥
ム
例
区
の
一
耐
齢
、
災
際
、
八
げ
悼
の
一
務
、
岬
明
花

開削
A

八
町
悼
の
一
都
、
九
阪
、
十
絞
り
こ
舶
、
布
仏
陀

叫
附
小
森
.
業
我
孫
子
、
鼎
前
線
、
時
桃
山
問
、
布
佐

針

路

料

交

出
記
録
戎

柏
回
一
一
、
い
で
一
端
、
胸
、
帯
、
端
、
輔
、
語
、
円
、
山
の
名
医
〈
京
一
…
例
制
以
M

M

出

石

橋

同w

I
一
栄
町
、
十
録
係
、
治
的
…
戸
、
闘
別
問
下
、
山
間
前
政
問
時

2

、
…
反
自
一
知
識
、
二
区
、
附
引
制
問
友
、
千
耕
雲
n

8

一
…
阪
の
一
孫
、
」
川
区
、
十
交
問
臥

4

…
六
鋭
、
十
七
ロ
除
、
五
区

5

一
盛
氏
、
一
品
川
町
戸
、
八
区
の
一
蕊

?
一
十
訂
悼
の
一
線
、
十
一
め
一
及
二
区
、
十
}
一
際

量
一
一
綴
説
、
八
区
、
九
段
均
一
部

し
よ
う
主
す
る
親
族
門
官
晴
樹
到

し
ん
械
刑
制
側
関
係
と
同
様
の
本
僚

に
あ
る
も
倍
会
合
む
ゾ
が
あ

る
方
。

。
住
宅
要
件

朝
刊
に
住
宅
に
滋
樹
射
し
て
い

る
と

k
が
開
明
ら
か
で
あ
る
ガ

ハ
総
務
の
縫
色
が
自
己
の
資

に
織
す
べ
き
場
合
は
含
ま
な

い〉

。
属
抵
先
出
貝
柑
惜

母
子
家
庭
{
夜
倒
的
緩
め
な
い

女
子
で
あ
っ
て
、
鞠
叫
に
閑
却
絞

殺
廿
刑
務
し
て
い
る
方
〉
に
か

絞
り
柑
畑
一
一
滋
住
宅
申
優
先
入

総
務
と
し
ま
令
。

@
由
聞
込
労
陥
商

九
月
三
十
段
ま
で
氏
、
一
併
慾

の
入
居
申
込
番
安
役
場
に
然

出
向
し
て
下
さ
い
。
〈
や
句
協
凶
m

斜
帆
は
役
会
側
師
、
制
問
支
部
叫
に
隅
附

設
し
て
あ
れ
J

ま
す
V

@
選
希
方
法

町
営
住
宅
入
鳳
納
品
制
緩
考
役
員

会
の
審
査
を
蹴
闘
で
、
公
開
閥
抗
情

慾
に
よ
れ
り
決
出
血
し
ま
す
。

。
久
糊
鯨
蝋
糊
箆

山
本
年
十
月
十
五
日
闘
の
予
定
a

@
鎧
慾
稼
唄

。
期
限
後
は
受
付
い
た
し
ま
せ

ん
か
ら
、
義
援
殺
は
側
捌
際
に

汲
れ
な
い
よ
う
特
に
校
滋
し
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湾
結
核
は
必
ず
諮
る

問

時

;

t

u

d

鰍

一

結

核

鏡

震

診

断

経

る

側

一

受

診

⑤

は

二

ハ

丘

一

弾

一品叩
勝
一
雄
知
綾
子
防
法
に
裁
い
て
、
船
時
次
に
、
銭
臨
時
診
砥
聞
の
実
総
状

一
年
二
隊
代
わ
れ
る
一
絞
往
災
ハ
況
に
つ
い
て
市
中
上
げ
ま
す
と
、

一
お
効
の
方
や
・
教
没
、
金
徒
以
前
貯
午
後
時
跡
、
対
象
翁
一
五
、
五

一
外
の
方
〉
合
対
象
と
し
た
淑
年

O
O人
V

料
品
均
し
後
後
潜
て
五

一
伎
の
結
核
縫
器
保
持
問
胤
聞
は
、
公
る
七
段
入
で
一

O
%の
州
偶
然
で
し

一八
m
Aふ
1
西
日
制
か
ら
二
十
八
日
ま
た
が
、
本
年
度
は
、
対
象
地
明
}

一
明
、
行
い
ま
し
た
が
え
本
年
後
五
、
ル
ハ

O
九
人
に
対
し
受
山
総
務

一
仲
間
‘
終
段
以
糸
、
議
絡
員
の
安
一
一
、
伊
礼
二
三
人
で
十
六
、
一
一
U
月

一
さ
ん
や
、
同
間
人
会
、
欄
間
工
会
の

K
な
号
、
昨
昨
年
掛
慌
の
}
・
六
俊

一
油
田
さ
ん
に
約
六
な
る
ご
協
力
を

k
い
う
受
診
総
鰍
棋
で
し
た
。

こ
一
い
た
だ
き
ぜ
許
遜
滋
争
終
務
に
年
に
一
品
抵
の
機
嫌
後
胤
開
明
、
す
の

竜
一
終
了
な
み
ま
し
た
こ
と
は
、
紛
で
、
も
っ
と
多
く
の
ガ
が
数
激

ず
棋
に
対
す
る
ご
期
選
と
皆
吉
ん
主
流
け
ら
れ
る
よ
う
議
ん
で
や

一
の
熟
期
品
の
問
問
と
綴
じ
、
こ
こ
に
み
ま
砕
い
ん
。

一

@

抗

野

叫

剛

拙

制

緩

に

つ

い

て

は

、

受

E

厚
〈
恥
柄
引
叫
を
出
申
し
上
げ
ま
す

駄
静
嚇
相
ど
と
{
レ
ゾ

ト

ゲ

Y
燦
彩
者
の

ひ
み
〉
に
ご
四
瑚
加
川
仇
宮

前
差
上
げ
ま
す
が
、

一
付
い
ろ
い
ろ
な
怒
鳴

4
で
も
う
一
度
診
断

〈
し
て
み
な
け
れ
ば

景
羽
わ
な
い
ガ
に
つ

民
い
て
も
、
制
定
ど

麟
遂
知
い
た
し
ま
す

鴻
の
で
、
ご
心
一
院
な

お
怒
ら
ず
気
軽
に
弘
樹

核
断
令
受
け
ら
れ
ま

結
十
ょ
う
総
緩
い
い

た
し
ま

γe

て
下
さ
い
。

。
品
開
レ
争
的
支
払
経
間
関
察
、
間
際

組
制
愉
肌
柑
蹴
開
明
調
四
時
弘
、
必
ず
綴
付

し
て
下
さ
い
。

卦
誌
は
後
ム
謀
長
問
合
せ
下

さ
い
a
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}
毎
年
の
と
と
な
が
ら
、
十
r

一
月
は
共
闘
同
線
A
燃
の
匁
で
す
。
ハ

J

身
寄
り
む
な
い
鈴
子
、
孤
~

一
川
町
、
深
浸
出
品
、
老
人
等
絡
に
潟
、

~
殺
な
間
内
線
に
対
し
、
附
問
地
h
m
m
w

v
殺
も
が
緩
い
心
を
も
っ
て

J

V

「
た
す
け
あ
い
」
を
し
て
い
の

)
た
だ
く
だ
哨
に
す
。

h

r

と
由
潔
刑
制
は
吋
織
的
家
主
義
へ

門
の
生
き
た
国
民
本
宮
町
主
し
て
持
折
、

~
戦
後
毎
年
一
行
わ
れ
、
殺
事
ま
}

γり
絶
大
な
る
ご
支
掠
械
を
い
た
r

M

だ
い
て
お
ち
ま
す
が
、
今
年
ハ

~
も
地
商
事
ま
の
ど
共
鳴
と
ど
同
(

」
僚
を
惨
で
、
次
期
曲
目
的
を
、

~
遠
山
慌
で
き
ま
十
ょ
う
お
師
腕
い
~

イ

い

た

し

ま

す

。
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取
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日

程

表

丸
町
向
、
十
一
一
一
区
、
十
二
阪
‘
一
円
除
、
森
一
戸

一
一
際
、
一
応
隊
、
四
段

十
五
区
、
匂
吋
曲
、
ム
ハ
夜
、

有
位
、
湘
開
品
品
、
策
特
判
経
ず

鵠
桃
山
、
小
幕
、
一
…
附
除
、
一
点
目
弘
、
問
問
区

八
区
、
五
区
、
十
七
開
問

ト
附
閃
区
、
十
一
。
一
一
区
及
一
一
際
、
十
氏
、

九
隊
、
十
万
区
、
十
三
区
、
一
一
除
、
決
…
円

一
一
夜
、
、
羽
一
昨
祢
‘
間
同
区

十
五
ぽ
件
、
七
昨
除
、
ム
ハ
阪

お
徒
、
期
間
十
曲
、
東
狭
孫
子

鳩
桃
山
尚
、
小
幕
、
}
一
際
、
気
夜
、
間
間
際

八
隊
、

F
1
.弘
、
十
七
区

十
間
関
町
札
、
十
一
時
一
及
二
隊
、
十
げ
除
、

先
日
弘
、
十
ぷ
隊
、
十
一
一
区
も
一
区
、
治
神
戸…
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